
地

球

節
二
十
二
怨

解
二
緋

H
O

二

八

註

l
九
､

三
的
名
勝
榊
骨

'
塔
之
四
十
七
'
三
五
丁
に

新
熊
野
三
所
榔
現
虻

的

僻
村
'
川
北
舶
腐
浦
に
あ
り
'紳
雌
蝕

一
両
､鮎
に
大
永
四
年
甲
巾
四
月
十
日
榊
'B
E新
熊
野
榔
規
準
試
作
舘
興
と
記
せ
-
､

と
あ
る
｡

滋
賀
願
甲
賀
郡
東
部
の
中
新
枕
(
闘
版
翌

等

)

池

遷

展

壁

緒

言

鈴
鹿
岬

の
北
方
即
製
那
鮎
河
村
川
内
村
及
び
土
山
町
に
教
法
す
る
妨
三
系
に
別
し
て
は
二
十
溺
分
の
1
閤
鵬
銅
盤
以
外
に
今
ま
で
紀
峨
さ
れ
た
も
0'

ほ
且
常
ら
ぬ
｡
し
か
し
其
の

V
ic
ar
y
a

v
e
r
n
e
u
iti
y
o
k
o
y
a
m
a
i
を
凍
す
る
琳
等
か
ら
英
紙
の
月
吉
修
桝
や
=_
城
奥
山
川
筋
三
第
呼
と
舶
係
の
あ

る
鞍
は
従
妹
認

め
ら
れ
て
放
た
o

叔近
髄
朝
岡
叫
墜
弼
肇
湖
蘭

画

叫
叫
開
明

訂
紀
城
さ
れ
る
に
際
し
該
節
三
系
に
つ
い
て
も
簡
単
な
記
述
を
き
れ
て
尉

る
｡
非
番
は
中
村
北
出
の
御
指
鞍

の
下
に
昨
年
同
地
方
を
調
波
し
た
.
末
だ
未
郁
淡
の
ま
ま
超
さ
れ
て
倍
る
閏
過
も
多
-
､
他
市
の
調
教
も
未
了
で
あ

る
の
で
此
で
は
節
三
系
の
暦
序
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
ふ
｡
化
石
に
つ
い
て
は
迫

っ
て
そ
の
湖
北
の
完
了
を
ま
っ
て
獲
鼓
し
た

い
O
叉
節
三
系
の
印

刷
に
あ
る
i;
瑞
Zj.;J
雑
に
つ
い
て
も
柄
を
改
め
て
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
｡

暦

序

ヤ

.r
ノ
ウ
チ

鮎
河
第
三
系
は
鈴
鹿
山
脈
の
主
鰹
を
構
成
す
る
古
生
暦
及
び
花
尚
岩
の
間
に
鮎
河

山

内

盆

地
を
形
づ
-
つ
て
敏
速



し
て
屠
る
｡
此
の
磯
岩
ー
砂
岩
を
主
と
す
る
果
樹
を
鮎
河
紙
と
栴
し
た
い
｡
鮎
河
統
北
側
の
境
界
は
童
期
岩
鵜
に
不

整
令
で
あ
-
東
と
商
は
断
層
で
あ
る
｡
盆
地
の
閣
側
は
同
じ
-
断
層
に
ょ
つ
て
断
光
れ
更
に
低
卒
な
南
洋
琶
湖
銃
の

丘
卑
地
に
境
し
て
屠
る
｡
東
の
断
暦
を
韻
瀧
断
層
'
南
側
の
む
熊
野
断
層
､
西
側
の
&
,t噸
宮
断
簡
と
名
付
け
る
｡

-
し

沌

鮎
何
軒
は
化
石
上
中
淡
水
成

の

鮎
相
和
と
浅
海

鹿

の
山
内
相
J
J
の
二
つ
の
沈
積
欄
に
分
つ
こ
と
が
田
氷
る
｡
山
内

A

鼎
は
封
し
て
は
攻
の
戒
な
暦
序
が
認
め
ら
れ
る
｡

下
部
府

佃
t1
川
灘

射

視

界

砂

山
村

上

沸
厨

川
西
棟
･=村

千
谷
砂
射

氾
彩
層

上
ノ
卒
砂
山村
泥
･=打
厨

山
女
原
砂
岩

鮎
河
鼎
に
於
で
は
下
部
暦
は
川
西
磯
岩
と
合
し
て
基
底
磯
岩
と
夜
-
そ
の
間
に
瀧
谷
砂
岩
を
静
め
る
革
が
出
水
を

い
｡
鮎
河
舘
は
北
二
〇
度
兼
乃
至
北
二
C
虚
聞
の

.1
般
走
向
を
有
し
土
山
町
南
東
で
背
斜
構
造
を
つ
-
つ
て
兼
に

一

〇
度
内
外
､
西
に

13
0
度
乃
至

-Z
五
度
傾
斜
し
て
居
る
L｡
背
斜
朝
に
近
-
(多
少
架
に
ょ
つ
て
は
居
る
が
)
北
方
か
ら

甘
-
ヅナ

i=
期
岩
よ
少
成
る
山
地
(
育

士

山
塊
と
順
栴
す
る
)が
突
出
し
て
居
て
盆
地
の
平
面
形
を
馬
蹄
形
を
ら
し
め
て
居
る
｡

下
部
暦
は
膏
士
山
塊
よ
少
兼
側
の
地
域
に
は
磯
逢
し
て
唐
衣

い
｡
鮎
河
統
基
底
の
浸
蝕
宙
に
は
可
を
み
凹
凸
が
あ
っ

オ
ー
バ
ー
スナヅプ

た
ら
し
-
鮎
河
舵
は
屡
々
着
用
岩
塊
に
ア
'バ
ッ
ト
し
或
は
そ
れ
を

蹄

越

し
て
居
る
｡

唐
戸
川
磯
岩

鮎
河
続
の
基
底
磯
岩
で
あ
っ
て
著
し
-
厚
-
二
五
〇
米
は
揺
す
る
｡
主
と
し
て
花
園
岩
､
石
英
斑

岩
､
有
壁
暦
の
常
岩
.
砂
岩
､
角
岩
の
相
磯
又
は
並
角
磯
よ
ら
鹿

-
'
友
色
砂
岩
及
び
赤
褐
色
の
砂
質
泥
岩
の
レ
ン

ズ
を
不
規
則
は
来
春
す
る
｡
磯
の
大
岩
は
時
に
は
甚
し
-
大
に
夜
少
産

一
光
以
上
に
連
す
る
革
7P
あ
る
が
通
常
五
糎

滋
狙
牌
叩
別
邸
水
部
の
中
新
鎌

二
一

二

九



範 間

;柵 挙
地

班
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節
二
十
二
怨

第
二
娩

〓
ニ

三
〇

以
下
で
あ
る
｡
次
郎
九
邸
に
於
け
る
貫
岩
が
薄
層
よ
り
.T
a
xo
d
iu
m
d
istich
u
m
m
io
cenu
m

を
得
た
以
外
に
は
化
石
は
見
常
ら
な
か
っ
た
｡
唐
戸
川
磯
岩
は
背
斜
軸
に
簾
は
れ
で
居
る
が

軍

一
夜
る
背
斜
で
は
夜
-
内
は
小
さ
な
背
斜
､
向
斜
を
作
っ
て
居
る
ら
し

い
け
れ
ど
も
磯
岩

暦
の
走
向
傾
斜
を
正
確
に
測
る
乙
と
は
甚
だ
困
搬
夜
の
で
を
の
構
造
を
充
分
に
明
か
に
す
る

事
は
出
来
夜
か
つ
ね
｡

瀧
谷
砂
岩

申
粒
乃
糞
粗
粒
の
花
園
質
砂
岩
を
主
と
し
泥
岩
､
凝
炭
質
泥
岩
及

び
磯
岩
の

レ
ン
ズ
を
爽

ひ
O
商
西
方
大
原
相
の
地
域
で
は
厚
n

一
〇
〇
米
に
連
す
る
が
北
東
猪
の
鼻
附

近
で
尖
城
す
る
.
瀧
谷
の
南
方
の
小
流
(
L
o
c
.

65)
､
同
東
方
五

〇
〇
米
の
小
流
(
L
o
c
.

61)､

大
裸
の
南
方
田
代
谷

(L
oc,140)に
は

K
atety
sia
(E
u
m
arcia
)nakam
u
ra
i
n
.sp
.
を
多
数

含
む
泥
岩
が
あ
る
｡
(
K
at
elysia
n
a
k
a
m
u
rai

第

一
床
)

川
西
磯
岩

瀧
谷
砂
岩
の
上
に
整
合
に
乗
わ
庸
戸
川
磯
岩
と
同
様
の
岩
磐
の
も
の
で
あ
る

が
磯
の
大

ruは
多
少
小
-
又
間
に
爽
恐
れ
て
居
る
砂
岩
､
泥
岩
の
畳
が
多

い
O
LII
中
附
近
で

は

一
〇
〇
米
の
厚
rb
を
有
す
る
が
背
斜
の
相
乗
大
様
方
面
で
は
敏
速
近
し
-
低
に

レ
ン
ズ
状

の
磯
岩
と
し
て
称
す
る
に
過
ぎ
を

い
｡
鮎
河
相
に
於
て
は
川
西
激
暑
は
基
底
磯
岩
と
L
ttJ
称

す
る
｡
其
の
下
部
は
勿
論
唐
戸
川
磯
岩
の
連
結
で
あ
る
が
そ
れ
を
分
つ
rJ
と
は
出
水
な

い
｡

地
質
図
に
於

では
便
宜
上
唐
戸
川
磯
岩
と
同

一
視
雛
で
記
し
た
.
基
底
磯
岩
の
厚
さ
は
二
〇

〇
米
に
連
す
る
が
膏
土
山
塊
の
東
側
に
は
磯
蓮
し
な
い
｡



千
番
砂
岩
泥
岩
厨

川
閣
磯
岩
は
上
部
は
行
-
ほ
従
以
磯
の
畳
が
減
じ
砂
泥
の
部
分
が
多
-
夜
か
産
に
千
谷
暦
に

移
化
す
る
｡
千
谷
原
は
昭
次
色
砂
質
泥
岩
と
旗
色
砂
岩
の
互
暦
で
白
色
凝
衣
岩
を
爽
む
｡
特
に
最
上
部
に
あ
る
厚

n

五
米
の
白
色
産
衣
岩
に
よ
っ
て
上
位
の
上
ノ
卒
暦
と
分
た
れ
る
｡
厚

n
は
山
内
相
で
は
六
〇
-
八

〇
来
'
鮎
河
鼎
で

は
四
〇
-
八

〇
光
で
あ
る
｡
鮎
河
朝
地
域
で
は
化
石
を
凝
児
し
御
衣
か
つ
ね
が
山
内
朝
で
は
下
よ
少
1.
内
a
tety
sia

n
a
k
a
m
u
ra
i
範
二
床
､
2

0
stre
a
gi
g

a
s
床
'
3
.
内
a
te
ty
sia
n
a
k
a
m
u
r
a
i
第
三
床
の
三
尊
を
覆
し
て
化
石
が
産

す
る
｡
1.
の
化
石
産
地
は
山
中
の
南
方

(Le

e
,6
0
)
'
2
.
は
鼎
川
中
村
(L
o
c
.
9
5
)
.
黒
川
苗
場

(L
o
c
.
1
7
)

で
あ
っ
て

何
れ
も
床
名
の
化
石
を
多
産
す
る
｡

3
.
の
化
石
床
に
鷹
す
る
産
地
は
黒
川
中
村
北
方
(L
o
cA
7
.
1
0
7,
16
)
､
同
千
谷

(L
o
c
.
96)p
同
千
谷
田

(L
o
c
,
∞
6
)､
同
市
場
の
北
東
(L
o
c
,
19)､
土
山
町
大
蝶
の
西

(L
o
c,7
1
)
で
あ
っ
て
主
な
る

化
石
を
革
げ
る
と

G
tycy
m
e
ri
s
cf.
y
ess
o
e
n
sis
S
o
w
e
rb
y

A
n
omi

a
tisch
k
e
i
D
a
u
tz
e
n
b
e
rg
&

F
isch
er

F

e
l
a

n
ietta
u
sta
?
(G
呂
td
)

D
o
sin
ia
(P
h
a
c
o
s
om
a
)
jap
o
n
ic
a
tro
sc
h
e
ti
L
isc
h
k
e

K
at
e
ly
s
ia

(E
u

m
arcia
)
n
a
k
a
m
u
rai

n
.sp
.

(fPjy
)

C
al
y
p
t
ro
e
a
y
o
k
o
y
am
ai

K

tlrOd
a

N
assariu
s
sp
.
(噛
)

の
如

qJも
の
で
あ
る
｡

大
伴
の
化
石
産
地
ほ
て
は
千
谷
暦
は
頓
宮
擁
曲
断
暦
の
影
皆
で
酉
に
三
五
度
傾
斜
し
て
居

城
教
喋
;-
到
抑
北
部
の
中
新
枕

二三

三
一



地

蛾

鮮
二
十
二
食

餌
二
班

二
四

二三

る
｡
千
谷
圏
の
泥
岩
は
鮎
河
村
ネ
ブ
ノ
木
坂
の
酉
に
於
で
育
土
山
塊
の
古
生
暦
上
ほ
の
っ

て居
少
'
同
山
塊
の
頂
上

部
の
牢
坦
所
は
千
谷
暦
を
切
っ
て
居
て
､
明
か
に
鮎
河
統
後
の
形
成
は
か
か
る
乙
と
聖
ボ
し
て
居
る
｡

上
ノ
串
砂
岩
泥
岩
暦

千
春
暦
の
白
色
凝
衣
岩
上
に
整
合
に
重
っ
て
居
.
ノ
ヂ
エ
ー
ル
に
富
む
花
間
質
砂
岩
､
慣

暦
砂
岩
､
磯
岩
p
泥
岩
'
帥
砂
岩
及
び
次
白
色
凝
衣
岩
よ
-
成
る
｡
木
簡
は
於
で
は
鮎
河
相
と
山
内
相
の
著
し
い
化

石
上
の
分
化
が
認
め
ら
れ
る
｡

暦
厚
は
両
内
相
に
於
で
は

一
二
〇
-
二

四
〇
米
､
鮎
河
相
に
放
て
は

一
二
〇
-
一
八

〇
米
で
あ
る
｡

山
内
相
は

K
at
ety
sia
(E
u
m
arcia
)
n
ak
am
urai
第
四
床
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
他
は

O
strea,

B
al
anu
s
を
多
産
す
る
化
石
床
が
あ
る
O
千
谷
田
は
於

では
ノ
デ
ュ
ー
ル
ほ
富

む
花
柄
贋
砂
岩
中
は

O
strea
gi
gas

の
密
集
せ
る
砂
栗
泥
岩
の
三
光
程
の
暦
が
見
ら
れ
る
(
L
q
c
.

8
7)
｡

北
ケ
谷
は
於
で
は
花
園
質
砂
岩
の
上
に
二
光
の
貫

岩
状
泥
岩
が
あ
わ
K
atel
ysia
nakam
u
rai
を
多
産
し
､

そ
の
上
に
は
殆
ん
ど
B
al

anusの
み
よ
タ
成
る

.i
米
の
泥

貿
岩
が
あ
少
更
に

一
光
の
砂
岩
を
隔
て
て
二
光
の
K
ate】ysia泥
岩
が
あ
る
(L
o
c
.

5
3.
5
4).
此
の
二
枚
の
K
etetysia

泥
岩
は
北
方
に
は
累
瀧
の
橘
簡
裁
瀧
川
の
南
側
の
小
流
(
L
o
c
.
8
9
)
'
ド
ン
谷
(L
o
c
.
9
8,9
9)'南
方
に
は
倉
骨
(
L
o
c
･

5
5
)

に
艶
出
し

で居
て
何
れ
も
上
ノ
革
暦
の
澱
上
位
に
近
い
暦
準
を
占
め
て
居
る
｡

鮎
河
相
は
明
か
に
牢
淡
水
の
沈
積
で

V
i
cary
etta.
bac且
u
m

を
至
る
所
に
産
す
る
｡
著
し
い
化
石
産
地
は
鮎
河

村
ト
コ
ナ
べ
(
1
1
7
)

､
同
ナ
カ
'J･h
(33
)
､
同
薮
ノ
谷
(tt
9
)
'鮎
河
品
川
問
順
逆
の
切
迫
(3
)
)
､
大
野
村
噸
宮
(83
)
で

主
在
る
種
類
は
次
の
如

き
も
の
で
あ
る
｡

A
n
a
d
ar
a

c
f.
v
atentul
a
Y
ok
oyam
a

T
rap
ez
i
u
m

k
u
rod
ai

n
.sp
.
(
i

)



D
o5in
ia
(P
h
acosom
a)
jap
on
ica
trosch
eli
L
isch
k
e
(多
)

C
y
clin
a
sin
en
sis
G
m
elin
(多
)

S
oletellin
a
mi
n
oen
sis
Y
ok
oy
am
a

Al
oid
is
tan
ab
en
sis
?
(Y
ok
oy
am
a
)

V
ieary
ella
b
aeu
lu
m
(Y
ok
oy
am
a
)
(多
)

B
atillaTia
sp
.
(S
)

V
icary
a
v
ern
eu
ili
y
ok
oy
am
ai
T
ak
ey
am
a

pL
穴
'･,i
e
空
将
蟹
e
rL
曇
と
望
JjIぜ
曝
塞
報
策
逓
ぐ
ソ
輩
容
空
将
h
t磯
tth
吟
｡
彊
･i?掛
ij
jj
鱗
撫
萱
草
堵
埠
告
i<

-,h
載
.H.:
昏
ギ
蟹
ふ
轟
兎
へふ
忌
謀
O

T
ax
odiu
m
d
istich
u
m
m
iocen
u
m
H
eeT

C
arp
ln
lユS
g
ran
dis
tTn
g
er

C
arp
in
u.s
孤
?
sp
.

P
lan
era
u
n
g
eri
E
ttin
g
oh
allSen

M
a
g
n
olia
?
sp
.

C
in
n
am
om
u
m
sch
eu
ch
zeri
?
H
eer

P
latan
u
s
d
issects
L
esq
x
.

昏
桓
空
車
ソ
望
叫
空
将
蟹
e
Jl
牽
Li
昏
I.=N:義
歯
Li
聖
J
tJ
C
om
p
ton
ip
h
y
llu
m
n
au
m
an
n
i
N
ath
orst,
A
ce
r

礎
前
室
を
戚
旨
寓
韓
Q
与
蒸
器

1
絹
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地

球

解
二
十
二
懇

節
二
雛

二

六

三
四

sp
.
其
他
を
含
む
頁
岩
が
あ
る
｡
此
爾
植
物
化
石
層
は
大
鰹
近
似
の
暦
準
の
も
の
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
｡

上
ノ
中
層
は
背
斜
の
酉
瓢
で
は
頓
官
断
層
の
為
は
問
は
急
科
し
て
居
て
四
五
度
乃
至
六
〇
度
の
角
皮
堅

不
す
O
上

ノ
中
層
の
内
に
は
特
に
磯
岩
の
多

い
部
分
が
あ
る
｡
即
ち
北
は
鮎
川
塵
岩
で
あ
･J>
南
は
倉
骨
磯
岩
で
あ
る
.
此
の
磯

岩
地
域
に
接
し
て
両
者
北
ハほ
各
々
丸
山
と
云
は
れ
る
古
生
暦
の
山
が
春
す
る
｡

{故
は
同
機
暦
の
生
成
に
は
古
生
暦
の

島
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡

アケ
ビ

山

女

原
砂
岩

中
粒
乃
至
粗
粒
砂
岩
を
主
と
し
泥
岩
及
び
磯
岩
の
薄
層
を
爽

む
革
あ
わ
｡
現
在
測
ら
れ
得
る
厚
n

は
二
五

〇
米
で
あ
る
が
そ
の
上
に
は
庸
鮎
河
統
後
の
接
触
期
に
例
刺
し
去
ら
れ
た
若
干
の
地
膚
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら

う
｡
下
部
は
精
々
凝
炭
質
で
あ
わ
泥
質
の
所
が
多

い
が
上
部
に
は
磯
質
の
部
分
が
多
-
在
る
｡
山
女
原
砂
岩
に
は
下

偉
よ
み

二

G
ty
cym
eri
s

ay
ugaw
aensis
背

二
.

Sci<ntitta
sp
.
背
の
二
帯
の
化
石
背
が
あ
る
?
G
lycym
eri
s

ソ
ソ
ロ

a
ytlga
W
aen
is
昔
の
化
石
産
地
は
北
ケ
谷
の
奥
俗
稲
見
岩
(1
9
1
)'

山
女
原
の
北
方
(5
7
)
､
笹
路
打
越
(2
6
)

'
鮎
河

品
川
間
膳
道
の
切
迫
(3
)
)
､
ナ
カ
ジ
(34
)
で
主
在
る
種
類
を
畢
げ
れ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
｡

A
cila
d
iv
a
r
ic

ata
(fl
i
n
d
s
)

(
S

)

G
Iycy
m
e
ri
s
a
y
･ug
aw
aensis
n
.sp
.

(廟
)

O
stre
a
g
ig

a
s
T
h
u
n
b
erg

(
噛

)

O
str
ea
sp
.
(喩
)

Chtam
y
s
n
?
sp
.
(S
)

T
rapezium
kuro
d
ai
n
.
sD.
(i
)



D
oTin
ia
(P
h
ac
o
so
ma)
3'

ap
On
ica
tro
sche
l

i
Li
s
ch
k
e
(
愉
)

C
y
c

lin
a
sin
en
s
is

Gmeti
n

(S
)

T
u
rri
tett
am
a
ts
um
otoi
M
akiy
am
a
(M
S)
(

噛

)

T
ri
t
o

n
al
ia
n
.sp
.
(S
)

A

n
cistr
olepis
n
?
SP
I

Searlesia
n
.sp
.
(S
)

山
女
原
砂
岩
で
は

V
i
cary
et1a
bacutum
.B
a
titta
r

ia,sp
等
を
含
む
草
淡
水
の
粕
は
北
方
の
小
部
分
に
限
ら
れ

て
居
て
鮎
川
薩
摩
谷
(5
1
)
'同
荻
原
(
1
2
1
)

は
産
す
る
｡

し
か
し
如
何
相
地
域
の

G
.ayu
gaw
aen
sis
背
は
そ
の
化

石
群
中
に
牛
淡
水
の
要
素
を
混
じ
て
居
る
O
出
女
原

コ
-
ケ
(9
)
)
に
於
け
る

C
ul
tetlu
s,
N
u
cul
ana
を
含
む
羅
次

贋
泥
岩
は

G
.
ayu
g
a
w
aen
Sis
背
と

Scin
tilLa
背
と
の
中
間
の
も
の
で
あ
る
O
S
cin
titta
昔
は
山
女
原
丸
田

()90)

に
露
出
し
て
居
て

S
cin
tit1a
sp.
を
可
な

み
含
み
其
他

C
u
ttettu
s,
P
eriplom
a.
N
assariu
s
等
を
産
す
る
.

鮎
河
統
の
最
上
伐
の
化
石
暦
は
丸
田
の
南
兼
七

〇
〇
米
(9
0
)に
あ

る
粗
砂
岩
で
数
の
厚

い
大
形
の
O
str
ea(O
str
ea

gi
g
as
g
ravitesta
を
可
な
み
含
ん
で
居
る
｡
O
str
ea
gi
ga
s

grav
ite
sta
を
多
産
す
る
塵
岩
は
在
は
打
越
の

G
.

a
y
u
g
aw
aen
sis
背
の
下
に
も
聴
見
さ
れ
て
居
る
｡

熊
野
碑
岩

鮎
河
統
上
部
の
磯
岩
質
の
岩
鼎
で
南
側
熊
野
断
層
に
接
し
て
東
西
に
分
布
し
て
居
る
｡
壱
期
碧
海
の

圃
磯

･
亜
角
磯
よ
少
成
-
悲
-
南
方
は
存
在
せ
る
現
在
の
高
畑
山
塊
(
促
柄
)
の
海
岸
地
域
に
堆
積
し
た
も
の
と
恩
は

れ
る
｡

磁
教
職
年~
袈
郡
恥
部
の
申
新
鎌

二

噌

三
五



地

.

球

節
二
十
二
番

筋
二
舵

〓
八

三
六

沈

積

の

状

態

鮎
河
枕
の
金
鰭
の
厚

さ
は
九

〇
〇
来
任
と
堆
足
さ
れ
る
｡
同
枕
は
以
上
述
べ
た
層
序
で
明
ら
か
を
如
-
二
つ
の
小

沈
積
輪
廻
か
ら
出
凍
て
居
る
が
養
鰻
と
し
て
見
れ
ば

7
つ
の
輪
地
と
見
倣
n
れ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
庵
倭
の
各
期
間

を
通
じ
源
は
嘩
-
内
轡
性
の
も
の
で
あ
つ
ね
｡
海
俊
は
南
西
よ
･Q
凍
た
も
の
の
如
-
下
部
の
沈
積
期
に
は
海
俊
は
膏

士
山
塊
よ
-
兼
側
に
は
侵
入
し
を
か
つ
ね
｡
其
状
態
は
第
二
閲
の
復
啓
断
面
図
は
よ
っ
て
明
か
は
示
n
れ
る
｡川
西
磯

岩
は
第

一
輪
廻
と
堅

一輪
廻
と
の
境
を
な
す
海
退
期
及
び
琴

南

姐
始
め
の
源
俊
期
の
沈
積
で
あ
る
｡
故
は
同
岩
層

潮
目
画

賛
･tV
報
命
蹄
繁
封
囲

(軍
団
6品

撃

苗

場
囲
盟

g
)

A

l

蒔
j
=JTr薄
鞭

A_や
辞
虫
専
hL.)･

A3
Jf頭

薙
鞭

A
i

ヰ
車
等
鞭
詩
経

A

･S
h

＼
2F
噂
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A
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は
南
開
大
原
村
地
域
に
は
教
壇
し
な

い
わ
け
で
あ
る
O
上
ノ
中
衛
時
代
に
は
膏
土
山
塊
は
藩
士
牛
島
と
し

て北
方
′よI

-
鮎
河
幣
(
同
舵
の
沈
積
せ
る
梅
を
か
く
帆
び
た
い
)
に
突

き
出
し

て居
た
｡
其
頃
に
は
鮎
河
朝
の
磯
蔑
置
域
は
鮎
河

轡
の
内
部
は
育
土
牛
島
に
抱
か
れ
て
居
た
河
口
地
域
で
あ
っ
ね
ら
う
｡
.轡
の
南
側
に
は
高
畑
山
塊
に
よ
っ
て
示

さ
れ

る
地
塊
が
存
在
し
そ
の
源
岸
は
可
を

-
急
夜
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
-
そ
こ
に
は
熊
野
磯
岩
が
沈
積
し
た
｡
山
女
原
砂

岩
暦
下
部
の
著
し
い
覆
敵
は
同
期
に
海
優
が
極
大
に
逢
し
た
渇
で
あ
ら
う
が
海
は
ru
L

で探
い
も
の
で
在
か
つ
ね
事

は
そ
の
岩
相
よ
卓
見
で
も

フ
ォ
ー
ナ
よ
カ
見
て
も
明
か
で
あ
る
｡
節
二
間
に
見
ら
れ
る
如
-
常
時
に
は
青
士
牛
島
も

海
面
下
に
投
し
河
口
の
車
淡
水
置
域
は
僅
ほ
轡
頭
部
に
見
ら
れ
る
ほ
過
ぎ
覆

い
..
か
-
し

て鮎
河
統
沈
積
の
最
後
の

時
期
海
退
期
に
入
る
べ

き
で
あ
る
が

7
枚
は
か
か
る
地
層
の
海
退
期
の
沈
積
物
は
其
后
の
別
剣
は
よ
っ
て
取
去
ら
れ

て
滑
る
事
が
多

い
｡
鮎
河
枕
の
場
合
は
7P
海
退
暦
は
恐
ら
-
別
刺
し
去
ら
れ
琴
b
L
-
唯
倭
は
出
女
原
砂
岩
の
上
部

が
磯
質
で
あ
る
事
か
ら
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
は
れ
る
ほ
過
ぎ
恋

い
｡
鮎
河
棟
の
岩
朝
軍
化
の
概
念
は
第
三
間
に
示
し

た
｡

構

造

鮎
河
舵
が
北
部
は
不
整
各
で
兼
及
南
は
断
層
で
舌
期
岩
に
接
し
て
居
る
事
は
虹
は
蓮
べ
た
が
次
は
鮎
河
枕
を
か
こ

む
断
層
は
つ
い
で
簡
単
は
述
べ
る
.
尭
側
を
過
る
黒
瀧
断
層
と
西
側
の
育
琵
琶
湖
舵
と
の
境
を
夜
す
頓
宮
断
層
と
は

鈴
鹿
地
魔
の
形
成
に
飼
っ
た
主
要
断
層
で
あ
っ
て
､
鮎
河
統
南
線
を
東
西
走
す
る
熊
野
断
層
よ
･,
新
し

い
79
の
ら
し

い
｡
慎
宵
断
層
は
聴
覚
に
熊
野
断
層
よ
-
新
し

い
79
の
で
あ
る
が
点
瀧
断
層
と
熊
野
断
層
と
の
朗
係
は
凍
ぼ
充
分
に

滋
盤
僻
甲
兜
郡
水
部
の
中
部
雄

二
九

三
七



三味

第三国 鮎河統岩相醇化概念固

1.旗f3川軟岩 2.瀧谷砂岩 3･川西硬岩

4,千谷砂岩泥鮮 5.上ノ平砂射泥射 6.山女原砂紫

7.鮎川横井.I- 8.倉骨凍競 '･ 9･熊野硬岩

節
二
十
二
巻

解
〓
鍍

二
m

三
八

明
か
に
す
る
罫
が
F_
凍
在
か
つ
カ
｡
し
か
し
農
瀧
断
膚
は
其
南
方
延
長
が

加
太
統
(加
太
爽
炭
層
)
と
を
の
尭
側
の
花
闘
岩
と
の
境
を
通
旦
阿
波
村
の

阿
波
暦
の
光
線
を
過
っ
て
更
に
南
西
に
連
擬
し
'
近
畿
の
形
態
を
支
配
す

る
最
も
主
要
を
断
層
で
あ
っ
て
､
北
方
の
延
長
は
鈴
鹿
山
脈
四
線
を
限
る

79
の
で
あ
る
.
膏
土
山
魂
の
山
頂
平
坦
面
と
鈴
鹿
山
脈
主
部
の
平
均
面
と
･

を
同

一
の
宙
と
機
先
す
れ
ば
黒
瀧
断
暦
の
落
差
は
鮎
河
山
内
盆
地
の
東
側

で
は
約
三
〇
〇
光
と
計
算
rbれ
る
.
頓
宮
断
層
は
近
畿
地
方

完
仰
の
洪
積

統
を
切
る
断
層
に
普
通
見
ら
れ
る
如
in,擁
曲
形
式
の
断
層
で
束
側
の
鮎
河

銃
も
西
側
の
育
琵
琶
湖
棟
も
そ
れ
は
近
づ
-
に
従
以
そ
の
傾
斜
角
を
槍
大

し
断
層
に
極
-
近
接
し
た
朗
で
は
八
〇
度
乃
至
九
〇
度
に
蓮
す
る
｡
黒
瀧
､

頓
官
両
断
暦
の
著
し
い
特
徴
は
断
層
が
屡
々
東
西
に
屈
曲
す
る
革
で
あ
っ

て
､
此
の
革
質
は
瀧
本
氏
の
調
査
さ
れ
た
鈴
鹿
山
脈
兼
側
の

一
志
断
層
に

つ
い
て
も
見
ら
れ
る
｡
熊
野
断
層
は
瀧
谷
'
深
山
口
の
両
断
暦
に
よ
り
で
切

ら
れ
て
居
て
瀧
谷
'
操
山
口
爾
断
層
は
挟
恐
れ
た
地
域
で
は
鮎
河
統
下
部

が
地
溝
欺
け
花
崩
岩
地
域
に
人
身
込
ん
で
居
る
.
大
原
村
棟
野
乗
方
に
於

で
頓
宮
､
操
山
口
､熊
野
の
三
断
層
に
囲
ま
れ
た
三
角
地
塊
は
傾
動
地
塊
で

あ
っ
て
北
東
に
は
花
園
岩
を
南
西
に
は
花
尚
岩
上
に
不
整
合
に
の
る
鯨
河



就
下
部
を
露
出
せ
し
め
て
居
る
｡
熊
野
断
層
の
南
側
は
も
花
園
岩
上
は
筋
三
系
の
の
っ
て
居
る
朗
が
あ
る
が
乙
の
砂

岩
及
泥
岩
が
適
確
に
何
れ
の
暦
に
属
す
る
79
の
か
は
断
言
出
凍
取
が
岩
贋
及
分
布
上
磯
谷
砂
岩
に
入
れ
て
置

い
た
P
f

フ
ォ
ー
ナ
及
び
封
比

鮎
河
舵
の
月
化
石
は
今
の
朗
六
四
種
(
贈
地
類
四
七
'
腹
足
瓶

Li
七
)
で
あ

･Q
､
う
ち
種
食
で
決
定

さ
れ
た
79
の
は

五
五
種
で
あ
る
｡

現
生
種
は

Ii
八
で
そ
の
割
合
は
三
二
･
八
%
で
あ
る
｡

フ
ォ
ー
ナ
は
金
鰻
と
し
て
日
本
要
素
よ
み

成
立
っ
て
居
て
明
か
を
親
潮
叉
は
黒
潮
型
の
要
素
は
含
せ
れ
夜

5,｡
多
少
親
潮
要
素
に
近

い
も
の
が
出
る
け
れ
ど
も

を
の
勢
力
は
倣
窮
で
あ
る
｡
鮎
河

フ
ォ
ー
ナ
は
既
に
暦
序
の
項
は
於
で
屡

々
述
べ
た
如
-
大
樺
の
源
流
の
影
響
を
受

け
恋

い
浅

い
内
梅
に
棲
息
し
て
居
た
も
の
と
児
ら
る
べ
き
で
あ
る
｡
内
海
の
水
温
は
恐
ら
-
現
在
の
伊
勢
海
叉
は
瀬

戸
内
海
と
大
差
在

5,
も
の
で
あ

っ
た
ら
う
｡

鮎
河
銃
の
フ
ォ
ー
ナ
と
瓶
似
す
る
フ
ォ
ー
ナ
を
有
す
る
地
膚
と
し
て
は
先
づ
美
濃
の
月
音
'
月
狩
爾
層
群
､
山
城

の
塊
山
田
第
三
系
を
拳
げ
る
事
が
出
来
る
｡
此
等
の
地
層
の
フ
ォ
ー
ナ
は
未
だ
充
分
に
調
べ
ら
れ
て
居
覆

い
か
ら
完

金
在
此
鮫
を
す
る
轟
は
出
凍
な

5,
が
鮎
河
鼎
と
月
晋
暦
群
と
共
に

V
icaTya
Verneuiti
y
okoyam
ai,
Sotetellin
a

mi

n
oensis
を
度
し
叉
月
音
の

V
i
car
y
e
tta
i
shiianu
m

に
近
似
せ
る

V
.
bacutum
が
鮎
河
相
よ
か
多
産
す
る
｡

月
狩
暦
群
を
山
内
相
に
此
陵
す
る
と
蛍
池
種
は
七
種
で
其
の
内
に
は
K
a
t
etysia
nakam
ura
i.
T

urri
tella
m
atsu･

m
oto
i

の
如
き
特
性
的
な
種
を
含

ん
で
居
る
｡

奥
山
田
第
三
系
と
の
典
迫
種
は

〓

7種
で
同
様
北
ハほ

K
a
t
elysia

nakam
urai
,T
u
rri
t
elta
m
atsum
otoi
を
多
産
す
る
｡
今
の
朗
で
は

K
.
nakam
u
ra
i
は
月
狩
.
奥
山
田

'
鮎
河

滋
袈
蝦
印
判
郡
東
部

の
中
新
枕

三
一

三
九



地

球

解
二
十
二
容

鱒
二
舵

三二

四

〇

の
賢

二
系
以
外
に
は
知
ら
れ
て
居
を

い
様
で
あ
る
.
且
っ
此
撃

二
暦
か
ら
は
骨
本
種
を
多
産
す
る
｡

竹
山
撃
士
の
調
査
n
れ
た
紀
伊
田
蓮
の
蔚
山
銃
と
此
政
す
る
と
同
種
の
最
79
馨
し
い
の
は

V
icaTy
elta
bacutJlm

で
あ
っ
て
其
他
鈴
山
枕
の

A
nada
ra
va
t
e

ntula,
A
toid
is
tanab
en
sis

に
此
し
縛
る
化
石
と
も
鮎
河
枕
か
ら
得

た
｡
此
の
如
-
鮎
河
続
は

V
icarya.
V
icaryetla
.
Sotetet1in
a
.
K
a
t
ety
sia
.
T
u
rritetta

の
上
渦
の
種
の
如
き

横
山
先
生
の
所
謂
田
蓮
階
に
の
み
知
ら

れ

て居
る
種
瓶
を
多
く
含
み
こ
れ
等
が

同
階
の
79
の
在
る
轟
は
疑
S
な

い
｡

一
方
横
山
北
壁
に
よ
っ
て
田
蓮
階
と
し
て

1
宿
さ
れ
た
中
に
は
藤
原
暦
や
室
生
海
成
第
三
系
の
如

き
可
を
み
親
潮

要
素
を
含
む
フ
ォ
ー
ナ
が
あ
る
｡
鈴
鹿
氏
の
調
査
n
れ
た
阿
波
暦
の
フ
ォ
ー
ナ
は
室
生
海
成
墜

二
系
は
似
た
潮
多
-

又
鮎
河
舵
と
の
共
通
欄
も

1
二
種
あ
少
そ
の
内
に
は

G
iy
cym
eri
s
ayugaw
aensis.T
u
T
ri
t
e
tta

m
atSum
OtOi其

他
二
三
北
ハ通
の
新
棟
が
あ
る
｡
瀧
木
崎
の
調
査
さ
れ
た

二
心
舵
と
の
共
通
種
は
割
合
に
少
夜
-
T
u
rritelta
m
at
su･

m
otoi
以
外
に
は
重
要
を
も
の
は
を
レ
C)
此
等
藤
原
暦
よ
-
室
産
､
阿
波
村
､

一
志
地
方
は
わ
た
る
第
三
系
は
何
れ

も
多
少
の
親
潮
要
素
を
含

む
轟
が
特
徴
で
あ
っ

て北
側
に
あ
る
奥
川
田
､
鮎
河
､
美
濃
の
第
三
系
と
は
フ
ォ
ー
ナ
に

可
意
力
の
差
が
あ
る
｡

前
者
の
フ
ォ
ー
ナ
が
審
ろ

O
p
en
s
eaの
フ
ォ
ー
ナ
の
型
式
を
多
分
は
持
つ
ほ
反
し
後
者
は
純
触
た
る
内
轡
性
の

も
の
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ら
共
闘
ほ
は
古
期
岩
の

barrier
が
存
在
し
ね
と
も
考

へ
ら
れ
る
｡
し
か
し
之
等
所
謂
田

遁
階
と
し
て

山
宿
n
れ
て
居
る
各
地
の
第
三
系
の
フ
ォ
ー
ナ
は
未
だ
充
分
は
調
査
誤
れ
て
居
な

い
の
で
共
等
の
確
か

夜
閲
係
は
つ
い
て
之
以
上
述
べ
る
事
は
出
水
沿
｡
箪
者
は
差
督

･Ll社
家
の
如
-
V
icarya
v

em
euiti
yokoyam
ai.

V
icaTyella
bacul
um
及
び

ish
iia
n
d
m
,
K
a
te
ly
sia

n
a
k
am
urai
.
T
urrit
elta
m
atsum
otoi､
Sotetellin
a



mi
r10
e
n
Sis
の
如

dTu化
石
を
含
む
地
層
を
関
連
階
と
し
て
取
扱
は
う
と
す
る
｡

な
は
本
地
域
に
は
鮎
河
統
後
の
地
層
と
し
て
古
党
琶
湖
統
以
外
に
種
尾
時
機
闇
ー
段
丘
磯
厨
が
あ
る
が
英
等
の
記

述
は
近

さ
撒
水
に
譲
る
｡
但
し
育
琵
琶
湖
紙
の
暦
序
の
概
略
は
地
質
撃
骨
組
骨
講
演
要
旨
の
略
表

(地
質
車
軸
謎
讐

谷

田
C
O
買
)
に
掲
げ
て
置

い
た
.

欄
聾
す
る
に
営

み
終
始
御
指
導
を
胸
-
AJ
る
中
村
先
生
始
め
横
山
.
放
下
南
光
壁
は
惇
-
御
穐
取
上
げ
'
月
化
石

の
同
定
に
際
し
栗
東
在
る
御
助
言
を
輿

へ
ら
れ
た
黒
田
先
鐘
､
植
物
化
石
同
定
の
鼻
を
と
ら
れ
た
前
島
撃
士
デ
ー
タ

を
提
供
さ
れ
た
瀧
本
､
鈴
鹿
両
畢
兄
に
粍
-
戚
謝
の
意
を
嚢
す
る
.

淀

川

V
ic
ary
e
tla
と
は

Ce
ri
th
iu
m

ish
iia
num
･C･
ba
c
u
tu
m

判
の
月
に
射
し
て
竹
山
拳
士
が
出
川
せ
る

岩
S
名
で
あ
る
｡

地
質
園
に
就
て

本
問
に
於
て
は
縮
尺
が
小
さ

い
鴇
め
､
新
期
段
丘
磯
暦
に
和
ほ
ほ
れ
て
段
丘
苑
に
解
ほ
れ
て
煉
る
地
層
は

.L
切
省
略
せ
ざ
る
を
柑

な
か
っ
た
｡
失
投
tS
は
二
段
乃
至
三
段
あ
る
伊
も
あ
る
が
そ
れ
等
は

一
括
し
て
示
し
た
P

蜘
上
に
示
さ
れ
て
摺
る
化
石
席
地
は
本
文
中
に
引
用
し
た
も
の
の
み
に
止
め
た
｡
街
五
胡
分

の
1
地
形
糊
曲
川
又

は
二
耗
分
の
1
地
形
脚
糾
河
村

玲
施
峠
'
鎌
掛
村
及
び
土
山
を
参
糊
せ
ら
れ
た
し
｡

磁
袈
噺
甲
虫
郡
束
部
の
中
新
鹿
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